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（

南

日

本

新

聞

 

―

 

平

成

六

年

八

月

）

 

 

台

湾

生

ま

れ

、

小

一

で

引

揚

げ

。

玉

龍

高

校

卒

後

、

明

大

を

中

退

し

て

文

学

座

へ

。

薩

摩

な

ま

り

症

候

群

で

ほ

と

ん

ど

失

語

症

に

。

だ

か

ら

渋

谷

駅

の

ガ

ー

ド

下

で

、

イ

モ

焼

酎

を

ひ

た

す

ら

飲

ん

で

い

た

。

「

名

物

の

徳

永

の

つ

け

あ

げ

を

百

グ

ラ

ム

買

い

、

ビ

ニ

ー

ル

の

袋

の

口

を

上

に

向

け

て

ポ

ケ

ッ

ト

に

入

れ

、

指

を

突

っ

込

み

親

指

大

の

つ

け

あ

げ

を

つ

ま

ん

で

口

に

放

り

込

み

、

ホ

ロ

甘

い

魚

の

香

り

と

故

郷

を

ゆ

っ

く

り

噛

み

し

め

る

。

」

天

文

館

に

向

か

う

。

「

も

う

一

本

つ

け

あ

げ

を

口

に

入

れ

る

と

、

頭

か

ら

身

体

か

ら

東

京

が

そ

ー

っ

と

逃

げ

出

し

て

い

く

。

」

焼

酎

を

飲

み

た

い

。

店

で

「

一

本

」

注

文

す

る

。

「

右

手

を

ポ

ケ

ッ

ト

に

入

れ

て

、

ビ

ニ

ー

ル

の

袋

の

口

を

す

ぼ

め

ク

リ

ク

リ

と

ひ

ね

り

、

つ

け

あ

げ

に

さ

よ

な

ら

し

て

『

ゆ

で

フ

カ

の

酢

ミ

ソ

』

を

く

だ

さ

い

。

」

 

平

成

三

年

二

月

二

十

七

日

、

わ

ず

か

五

十

一

歳

で

の

悲

報

に

中

学

高

校

時

代

の

同

級

生

、

萩

原

ル

ミ

子

さ

ん

（

飲

食

店

経

営

）

は

呆

然

と

す

る

。

「

来

鹿

す

る

と

必

ず

飲

み

に

来

て

、

お

酒

が

入

る

と

方

言

で

『

鹿

児

島

が

故

郷

で

良

か

っ

た

』

と

言

っ

て

ま

し

た

。

」

ひ

げ

を

た

く

わ

え

た

独

特

の

風

ぼ

う

。

演

技

派

で

個

性

的

、

シ

ブ

か

っ

た

。

二

年

の

Ｎ

Ｈ

Ｋ

大

河

ド

ラ

マ

「

翔

ぶ

が

如

く

」

で

は

、

薩

摩

藩

士

役

と

鹿

児

島

弁

を

生

か

し

て

ナ

レ

ー

タ

ー

役

も

。

多

才

だ

っ

た

。

映

画

「

天

平

の

甍

」

中

国

ロ

ケ

の

時

の

見

聞

記

「

同

志

！

僕

に

冷

た

い

ビ

ー

ル

を

く

れ

」

は

、

昭

和

五

十

五

年

上

半

期

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

の

名

文

集

。

 

 

本

誌

（

昭

和

六

十

一

年

十

月

）

で

も

こ

ん

な

調

子

だ

。

「

大

好

き

な

バ

ァ

ち

ゃ

ん

が

死

ん

で

し

ま

っ

て

鹿

児

島

が

ひ

と

つ

遠

の

き

、

南

洲

神

社

の

西

郷

サ

ァ

の

目

の

前

ま

で

車

が

乗

り

入

れ

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

、

又

遠

の

く

。

行

き

か

う

ほ

と

ん

ど

の

人

の

『

カ

ラ

イ

モ

普

通

語

化

』

に

薩

摩

が

ど

ん

ど

ん

遠

ざ

か

る

。

で

も

遠

の

く

程

、

僕

だ

け

の

鹿

児

島

が

近

づ

い

て

く

る

。

胸

の

奥

の

ポ

ケ

ッ

ト

の

中

で

、

キ

リ

リ

と

立

ち

上

が

る

」

（

丸

）

 

―

ふ

る

さ

と

話

の

散

歩

―

よ

り

。

 

 

大

悟

氏

直

筆

大

悟

氏

直

筆

大

悟

氏

直

筆

大

悟

氏

直

筆

のののの

手

紙

手

紙

手

紙

手

紙    

草野大悟公演記録草野大悟公演記録草野大悟公演記録草野大悟公演記録（（（（１９６１１９６１１９６１１９６１～～～～１９９０１９９０１９９０１９９０））））    １９９１１９９１１９９１１９９１年年年年２２２２月月月月２７２７２７２７日日日日    ５１５１５１５１歳歳歳歳    逝去逝去逝去逝去    


